
　「
神
話
の
里
」で
知
ら
れ
る
宮
崎
県
高
千
穂

町
。同
町
と
日
之
影・五
ヶ
瀬・諸
塚・椎
葉
の
3
町

2
村
を
含
む「
高
千
穂
郷
・
椎
葉
山
地
域
」が
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
、地
域
の
生
業
や
風
土

に
根
差
し
た
魅
力
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
文
化
の
神
楽
な
ど
で
地
域
が
結
束

　
宮
崎
県
の
北
部
に
位
置
す
る「
高
千
穂
郷・

椎
葉
山
地
域
」は
昨
年
12
月
、国
連
食
糧
農
業

機
関（
F
A
O
）本
部
で
開
催
さ
れ
た
世
界
農

業
遺
産（
G
I
A
H
S
）運
営・科
学
合
同
委

員
会
で
、G
I
A
H
S
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

G
I
A
H
S
は
、伝
統
的
な
農
業・農
法
と
そ
れ

に
よって
育
ま
れ
た
文
化
や
土
地
景
観
、生
物
多

様
性
に
富
ん
だ
世
界
的
に
重
要
な
地
域
を
、そ
れ

ら
の
保
全
と
持
続
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
目
的
に
、F
A
O
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
標
高
1
5
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ

た
険
し
い
山
間
地
で
あ
る
高
千
穂
郷・椎
葉
山
地

域
は
、日
本
神
話
で
建
国
の
祖
が
降
臨
し
た
と
言

わ
れ
、様
々
な
神
話
が
息
づ
く
と
同
時
に
、地
域
の

人
々
が
自
然
を
敬
い
、自
然
と
調
和
し
な
が
ら
農

林
業
で
生
計
を
立
て
て
き
ま
し
た
。

　
宮
崎
県
農
政
水
産
部
農
政
企
画
課
に
よ
る
と
、

今
回
の
G
I
A
H
S
認
定
は
、「
多
く
の
農
家
で

森
林
の
恵
み
を
生
か
し
農
林
業
複
合
経
営
が
営

ま
れ
て
き
た
」の
に
加
え
、「
共
同
作
業
を
通
じ
て

養
わ
れ
た
強
力
な
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
も
、伝
統
文

化
で
あ
る
神
楽
や
自
治
公
民
館
な
ど
で
結
束
を

強
め
、地
域
改
善
活
動
と
森
林
の
保
全
管
理
を

行って
循
環
シ
ス
テ
ム
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
」（
新
農

業
戦
略
室
）こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

伝
統
的
な
焼
畑
農
法
も「
観
光
資
源
」に

　
高
千
穂
郷・椎
葉
山
地
域
は
、「
日
本
神
話
ゆ

か
り
の
地
」と
言
わ
れ
る
高
千
穂
町
に
、天
岩

戸
、天
安
河
原
、く
し
ふ
る
の
峰
な
ど
神
話
の
舞

台
と
伝
え
ら
れ
る
地
と
神
々
を
祀
る
神
社
が

数
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、宮
崎
県
で
は
最

も
入
込
客
数
が
多
い
人
気
エ
リ
ア
で
す
が
、同

県
観
光
経
済
交
流
局
観
光
推
進
課
に
よ
る
と
、

「
阿
蘇
方
面
へ
向
か
う
途
中
に
立
ち
寄
る
通
過

型
の
観
光
地
に
と
ど
ま
って
い
る
」（
誘
致
企
画・

M
I
C
E
担
当
）た
め
、滞
在
時
間
の
拡
大
や

回
遊
性
の
向
上
な
ど
が
課
題
と
なって
い
ま
す
。

　
今
回
の
G
I
A
H
S
認
定
に
よ
り
、日
本
で

唯
一の
自
然
と
調
和
し
た
伝
統
的
な
農
法
で
あ

る
焼
畑
が
継
続
さ
れ
て
い
る
地
域
と
し
て
評
価

さ
れ
、全
国
に
先
駆
け
た
農
家
民
宿
や
森
林
セ

ラ
ピ
ー
な
ど
、地
元
の
生
業
や
風
土
を
活
か
し
た

「
観
光
資
源
」が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、〝
神
話

の
里
〞だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
魅
力
を
通
じ
た

誘
客
拡
大
への
期
待
も
高
ま
って
き
ま
し
た
。

　
同
県
観
光
推
進
課
で
は
、「
人
材
育
成
や
お

も
て
な
し
の
強
化
と
と
も
に
、高
千
穂
郷・椎
葉

山
地
域
の『
新
た
な
魅
力
』を
ブ
ラ
ッ
シュア
ッ
プ

し
て
、旅
行
会
社
の
皆
さ
ん
に
様
々
な
提
案
を

行
って
い
き
た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

宮崎県（高千穂郷・椎葉山地域）

約1900年前に創建された高千穂郷
八十八社の総社・高千穂神社

神話と伝説の町「高千穂」を象徴する伝
統芸能の神楽

棚田などを潤す山腹水路網の総延長は500キ
ロに及びます

椎葉村では縄文時代からの伝統的な焼畑農法
が続いています

天孫降臨の地といわれる二上山のある
高千穂町押方地区

「
神
話
の
里
」に
と
ど
ま
ら
な
い
魅
力
を
提
案

世
界
農
業
遺
産
認
定
で
注
目
さ
れ
る
地
域
の
生
業
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